
特 集

市 議 会

今回は市民解説員・観光ボランティ
アの皆さんにお集まりいただき、活
動を始めたきっかけやエピソードな
どについてお話を伺いました。

※前田耕地　縄文時代草創期の遺跡
※田中丘隅　 あきる野市平沢出身の江戸時代

中期の民政家

〈
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？
〉

■
地
元
の
こ
と
を
知
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
、

市
民
カ
レ
ッ
ジ
入
門
講
座
を
受
講
し
た
ら
、
卒
業
後

に
市
民
解
説
員
が
待
っ
て
い
た　
■
地
元
の
良
さ
に

だ
ん
だ
ん
気
付
い
て
き
て
、
地
元
の
こ
と
を
勉
強
し

て
み
よ
う
と
思
っ
て　
■
退
職
し
た
と
き
に
募
集
が

始
ま
っ
た
の
で　
■
定
年
で
、
毎
日
朝
起
き
て
も
暇

で
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て　
■
20
年
以
上

住
ん
で
い
る
の
に
、
あ
き
る
野
の
こ
と
を
何
も
知
ら

な
い
と
気
付
い
て
市
内
探
訪
に
参
加
し
、
面
白
そ
う

だ
な
と
思
っ
て　
■
歴
史
が
好
き
で
、
あ
き
る
野
の

歴
史
や
神
社
仏
閣
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で

〈
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？
〉

■
駅
を
降
り
て
最
初
に
話
を
し
た
人
が
親
切
だ
と
、

こ
の
ま
ち
は
、
い
い
ま
ち
だ
と
感
じ
る
。
駅
を
降
り

て
き
た
お
客
さ
ん
に
い
い
印
象
を
与
え
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
る　
■
お
散
歩
が
好
き
な
方
に
Ｐ
Ｒ
し
な

い
と
駄
目　
■
子
ど
も
や
市
外
の
人
な
ど
、
相
手
に

よ
っ
て
言
葉
や
話
し
方
を
変
え
る
こ
と
に
気
を
遣
っ

て
い
る　
■
退
屈
さ
せ
な
い
話
を
す
る
こ
と
を
一
番

心
掛
け
て
い
る
。
面
白
か
っ
た
な
と
思
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

〈
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？
〉

■
調
べ
た
こ
と
を
全
部
話
し
た
く
な
っ
て
、
が
つ
が

つ
し
て
し
ま
う
け
ど
、
市
内
探
訪
を
計
画
す
る
と
き

は
、
ゆ
っ
た
り
と
歩
け
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
る　

■
一
番
嬉
し
い
の
は
、
知
ら
な
か
っ
た
と
喜
ん
で
く

あ
き
る
野
市
が
誇
れ
る
前※

田
耕
地
、
五
日
市
憲
法
草
案
、

田※

中
丘き

ゅ
う
隅ぐ

を
大
事
に
し
て
欲
し
い
。

市民解説員・
観光ボランティア

れ
る
こ
と　
■
下
見
で
地
域
を
周
り
な
が
ら
、
地
域

の
人
と
話
を
す
る
と
新
た
な
部
分
が
見
え
て
く
る

〈
一
番
お
す
す
め
の
場
所
は
？
〉

■
雨
間
渡
船
場
跡
。
東
秋
留
橋
が
開
通
す
る
ま
で
は
、

船
で
渡
っ
て
い
た　
■
弁
天
山
、
戸
倉
の
城
山
、
金

比
羅
山
な
ど
の
低
い
山
。
登
山
気
分
が
味
わ
え
て
、

上
か
ら
景
色
を
見
る
と
登
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
は

ず　
■
秋
川
流
域
の
地
質
的
な
面
白
さ
も
お
勧
め

〈
市
議
会
や
市
に
期
待
す
る
こ
と
は
？
〉

■
市
民
解
説
員
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
あ
る

市
は
珍
し
い
。
す
ご
く
大
切
な
こ
と
で
、
将
来
的
に

も
続
け
て
ほ
し
い　
■
あ
き
る
野
市
が
誇
れ
る
前
田

耕
地
、
五
日
市
憲
法
草
案
、
田
中
丘
隅
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い　
■
観
光
コ
ー
ス
の
サ
イ
ン
と
な
る
道
標

を
整
備
し
て
ほ
し
い　
■
お
も
て
な
し
が
一
番
の
観

光
施
策
と
い
う
こ
と
を
浸
透
さ
せ
て
ほ
し
い　
■
市

主
催
で
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
を
招
い
て
秋
川
渓
谷
を
散
策

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ
し
い　
■
秋
川
高
校

跡
地
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
残
し
て
ほ
し
い　
■
五
日

市
町
史
と
秋
川
市
史
を
合
体
さ
せ
た
あ
き
る
野
市
史

を
作
っ
て
ほ
し
い　

参加者の自由で活発な発言を促す観点から、氏名等の掲載は控えています。

03 ギカイの時間 ギカイの時間 02 



〈 

議
案
第
4
号 

〉　
あ
き
る
野
市
自
転
車
等
駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
秋
留
駅
南
口
の
第
１
自
転
車
等
駐
車
場
を
る
の
バ
ス
の
折
り
返

し
場
と
し
て
整
備
し
、
る
の
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。そ
れ
に
伴
い
新
た
に
第
３
自
転
車
等
駐
車
場
を
設
置
し
ま
す
。

東
秋
留
駅
南
口
に
新
た
に
第
３
自
転
車

等
駐
車
場
を
設
置
し
ま
す
。

全
て
の
議
案
等
の
内
容
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
回
臨
時
会
議　

1
月
29
日

３
月
定
例
会
議　

会
議
期
間
36
日
間 

2
月
15
日
～
3
月
21
日

今号では
この中から
7つを

第1回臨時会議の議案は

　市長提出議案……… 1件

３月定例会議の議案は

　諮問………………… 1件
　市長提出議案………34件
　陳情………………… 1件

３
月
定
例
会
議

第
１
回
臨
時
会
議

あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
案
審
議

こ
ん
な
質
問
・
意
見
が
出
ま
し
た
。

新
た
に
整
備
さ
れ
る
第
３
自
転
車

等
駐
車
場
の
面
積
は
、
第
１
自
転

車
等
駐
車
場
の
面
積
よ
り
若
干
小

さ
い
が
、
第
１
自
転
車
等
駐
車
場

の
閉
鎖
後
も
駐
車
台
数
を
確
保
で

き
る
の
か
。

第
３
自
転
車
等
駐
車
場
は
、
第
１

自
転
車
等
駐
車
場
と
比
べ
る
と
、

約
２
０
０
平
米
小
さ
く
な
る
。
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
現
在
、
第
２
自
転
車
等

駐
車
場
は
、
若
干
受
け
入
れ
台
数

に
余
裕
が
あ
り
、
第
２
、
第
３
自

転
車
等
駐
車
場
に
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
受
入
れ
は
可
能
。

第
３
自
転
車
等
駐
車
場
が
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
東
秋
留
駅
前
に

ロ
ー
タ
リ
ー
が
で
き
、
安
全
対
策

に
つ
な
が
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

意　
見

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
戸
籍
証
明

書
等
の
請
求
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

〈 

議
案
第
5
号 

〉　
あ
き
る
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〈 

議
案
第
6
号 

〉　
あ
き
る
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
９
期
あ
き
る
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
６
年
度
～
令
和
８
年
度
）の
策
定
に
伴
い
、
第
１
号
被
保
険
者

の
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す
。

本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
も
戸
籍（
除
籍
）証
明
書
を
請

求
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
戸※

籍（
除
籍
）電
子
証
明
書
識
別
符
号

の
提
出
に
よ
り
、
戸
籍
の
届
出
の
際
に
、
戸
籍
謄
本
等
の
提
出
が
不

要
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
所
得
段
階
を
15
段
階
か

ら
17
段
階
に
し
た
理
由
は
。

第
８
期
は
国
の
標
準
９
段
階
に
対

し
、
本
市
は
15
段
階
の
多
段
階
に

設
定
し
た
。
今
回
、
国
の
改
正
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
17
段
階
と
し
高

所
得
者
の
乗
率
を
引
き
上
げ
、
そ

れ
を
原
資
に
第
１
段
階
か
ら
第
３

段
階
ま
で
の
低
所
得
者
の
介
護
保

険
料
を
据
え
置
く
こ
と
に
し
た
。

今
回
の
経
緯
や
今
後
の
こ
と
を
広

く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
つ
つ
、
し
っ
か
り
介
護
保
険
の

運
営
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

を
申
し
添
え
、
賛
成
す
る
。

意　
見

戸
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符

号
は
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、

い
つ
か
ら
利
用
で
き
る
の
か
。

利
用
方
法
は
、例
え
ば
、パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
請
手
続
の
際
、
戸
籍
電
子

証
明
書
提
供
用
識
別
符
号
を
提
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
戸
籍
電
子
証
明
書

を
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。現
在
、添
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
戸
籍
謄
本
等
の
提
出
が
不

要
と
な
る
。

利
用
時
期
は
、
各
行
政
機
関
に
お

い
て
、
利
用
開
始
に
向
け
た
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階
と
思
わ

れ
、も
う
少
し
先
に
な
る
と
考
え
る
。

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

３
年
の
改
定
ご
と
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
利
用
者
の
負
担
は
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
引
上
げ

が
続
く
と
、
高
齢
者
の
生
活
が
成

り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
心
配
も
あ
る
。
基
金
の
繰
入
れ

な
ど
で
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
評

価
す
る
が
、
反
対
す
る
。

意　
見

戸
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符

号
は
、
市
役
所
の
窓
口
で
交
付
す

る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ

る
交
付
も
可
能
で
あ
り
、
時
間
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
市
役
所
に

足
を
運
ぶ
必
要
も
な
く
な
る
な

ど
、
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た

り
、
手
数
料
が
無
料
と
な
る
こ
と

が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
る
。

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
を
改
定

し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
・
意
見
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

※ 戸籍（除籍）電子証明書識別符号　 行政手続において、自分の戸籍の電磁的記録事項の証明情報（戸籍電子証明書）を提供する
ために必要な数字16桁の符号。
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〈 

議
案
第
19
号 

〉　
令
和
５
年
度
あ
き
る
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

〈 

陳
情
第
6
―
1
号 

〉　
「
武
蔵
五
日
市
駅
前
市
有
地
活
用
計
画
」推
進
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

小・中
学
校
各
１
校
で
埋
設
物
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

地
中
に
釘
等
の
異
物
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
済
み
の
２
校

を
除
く
全
校
を
対
象
に
、
埋
設
物
除
去
を
目
的
と
し
た
校
庭
整
備
を

行
い
ま
す
。

武
蔵
五
日
市
駅
前
市
有
地
活
用
計
画
の
進
行
を
一
旦
停
止
し
、
改
め

て
市
民
と
の
合
意
形
成
に
向
け
て
丁
寧
な
話
し
合
い
を
し
て
ほ
し

い
と
い
う
陳
情
で
す
。
反
対
議
員
が
多
か
っ
た
た
め
、
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

第
２
次
あ
き
る
野
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
市
自
ら
が
、
戦
争
の
悲

劇
を
繰
り
返
さ
ず
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
平
和
を
訴
え
続
け
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
和
都
市
宣
言
を
制
定
し
ま
す
。

宿
泊
型
・
デ
イ
ケ
ア
型
の
利
用
件
数
が
当
初
の
想
定
よ
り
多
い
こ
と

か
ら
、
委
託
料
を
追
加
し
ま
す
。

今
後
の
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

春
休
み
等
の
長
期
休
業
中
や
、
土

日
等
の
授
業
や
部
活
に
影
響
が
な

い
時
期
を
選
ん
で
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
令
和
５

年
度
内
に
全
校
終
了
さ
せ
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
る
た

め
、
令
和
６
年
度
に
も
実
施
で
き

る
よ
う
に
、
繰※

越
明
許
費
と
し
て

予
算
計
上
し
て
い
る
。
予
算
が
可

決
さ
れ
れ
ば
、
手
続
を
踏
ん
だ
上

で
、
学
校
や
業
者
と
調
整
を
し
て

い
く
。

陳
情
で
は
、
五
日
市
駅
前
市
有
地

の
活
用
に
つ
い
て
第
2
次
総
合
計

画
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と

だ
が
、
総
合
計
画
の
基
本
計
画
に

含
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
の
考
え
は
。

基
本
計
画
の
行
政
財
政
分
野
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
の
低
未
利
用
地
の
利
活
用
の

中
で
対
応
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
で
あ
る
。

低
未
利
用
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
12
年

振
り
に
基
本
方
針
が
改
定
さ
れ
た

が
、
五
日
市
駅
前
市
有
地
の
活
用

は
基
本
方
針
に
入
っ
て
い
な
い
。

そ
う
な
る
と
総
合
計
画
に
位
置
付

今
後
、
市
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
周
知
し
、
取
り
組
む
の
か
。

制
定
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
周
知
を
図
る
予
定
。
そ
の
後
の

取
組
は
、
平
和
首
長
会
議
東
京
都

多
摩
地
域
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

お
い
て
、
26
市
が
連
携
し
た
平
和

に
関
す
る
取
組
が
検
討
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
こ
に
参
画
し
、
平
和

に
関
す
る
取
組
な
ど
を
行
う
予
定
。

タ
イ
ト
ル
に
非
核
と
い
う
言
葉
を

入
れ
ず
に
、
平
和
都
市
宣
言
と
し

た
理
由
は
。

タ
イ
ト
ル
の
平
和
都
市
宣
言
の
平

和
に
は
、
既
に
核
兵
器
が
無
く
な

る
と
い
う
非
核
の
考
え
方
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
タ
イ
ト
ル
に
再

度
非
核
を
述
べ
る
必
要
は
な
い
と

利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
。

事
業
の
利
用
が
必
要
な
人
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
、
医
療
機
関

を
通
じ
て
事
業
が
周
知
さ
れ
、
利

用
者
の
実
人
数
が
増
え
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
利

用
で
き
る
期
間
を
出
生
後
6
か
月

ま
で
に
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、

複
数
回
利
用
す
る
人
が
増
え
た
こ
と
。

令
和
４
年
度
と
令
和
５
年
度
の
利

用
状
況
は
。

令
和
４
年
度
は
、実
人
数
が
20
人
。

延
べ
利
用
日
数
は
、
宿
泊
型
が
21

日
、
訪
問
型
が
71
日
、
通
所
型
が

69
日
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年

度
は
、令
和
６
年
１
月
末
時
点
で
、

実
人
数
が
25
人
。
延
べ
利
用
日
数

は
、
宿
泊
型
が
44
日
、
訪
問
型
が

け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の

で
は
。

低
未
利
用
地
の
活
用
は
、
こ
れ
が

全
て
こ
の
基
本
方
針
を
受
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
五
日

市
駅
前
市
有
地
の
活
用
は
総
合
計

画
に
含
め
て
位
置
付
け
て
い
る
と

い
う
認
識
で
変
わ
り
な
い
。

合
意
形
成
し
て
あ
る
も
の
を
ど
ん

ど
ん
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
、不
採
択
と
考
え
る
。

市
民
と
の
本
当
の
意
味
で
の
合
意

形
成
を
取
り
な
が
ら
や
る
べ
き
だ

と
思
う
の
で
、
賛
成
す
る
。

意　
見

意　
見

考
え
た
。

子
ど
も
た
ち
の
意
見
が
反
映
さ
れ

た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

お
り
、
今
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
平

和
都
市
宣
言
を
発
す
る
こ
と
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
は
非
常
に
意
義

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、賛
成
す
る
。

意　
見

29
日
、
通
所
型
が
１
１
０
日
と

な
っ
て
い
る
。

小
・
中
学
校
校
庭
で
釘
等
の
埋
設
物
除

去
を
目
的
と
し
た
校
庭
整
備
を
行
い
ま
す
。

「
武
蔵
五
日
市
駅
前
市
有
地
活
用
計
画
」

推
進
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書
は
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
・
意
見
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
・
意
見
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

〈 
議
案
第
18
号 

〉　
あ
き
る
野
市
平
和
都
市
宣
言
の
制
定
に
つ
い
て

〈 

議
案
第
19
号 

〉　
令
和
５
年
度
あ
き
る
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

あきる野市平和都市宣言　宣言文

※繰越明許費　年度中に支出の終わらない見込みのものについて、翌年度に繰り越して使用すること。

あ
き
る
野
市
平
和
都
市
宣
言
を
制
定
し

ま
す
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
委
託
料
を
追
加
し
ま
す
。
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市長から令和６年度の予算案が提案され、３月 12 日・13 日の２日間、予算特別委員会を開催し、
皆さんに納めていただく税金の使い道を審査しました。なお、一般会計予算については、武蔵五日
市駅前市有地活用事業に係る経費を削減する修正案が提出されましたが、否決され、その結果、本
会議において全ての予算案が提案どおり可決され、令和６年度の税金の使い道が決まりました。
予算特別委員会での質疑の内容の一部を紹介します。

税金の使い道について質問しました。
令和６年度予算案をチェック

※ 予算特別委員会で否決された修正案は、本会議で審議されません。

※下水道事業会計の予算の規模は、支出予算の総額として表記しています。

※ 金額は、表示単位未満を切り捨てしており、端数処理の関係で、合計数
値が合わないことがあります。

修正案の内容：令和６年度あきる野市一般会計予算中、
武蔵五日市駅前市有地活用事業に係る経費３億 4849 万
円を削除し、また、歳入のうち、都補助金、基金繰入金
及び市債あわせて同額分減額する。

修正案の提案理由：公共施設の整備としては異例とも言
える短期のスケジュールで、市民への周知が不足し、合
意形成に向けたプロセスが決定的に不足しているため。

（※千円以下切り捨て）

一般会計 345 億 7238 万円

特別会計

国民健康保険 83 億 4616 万円

後期高齢者医療 26 億 3907 万円

介護保険 76 億 4251 万円

戸倉財産区 343 万円

テレビ共同受信事業 4179 万円

秋多都市計画事業武蔵引田駅北口土地区画整理事業 12 億 4378 万円

公営企業会計

下水道事業 43 億 5567 万円

合計 588 億 4482 万円

令和６年度会計別予算

ふるさと工房運営事業経費（商工費）
1478万円

小学校・中学校ＩＣＴ環境管理経費（教育費）
小学校　4379万円、中学校　2295万円

地域課題解決官民連携プロジェクト推進事業
経費（総務費）106万円

武蔵五日市駅前市有地活用事業経費（商工費）
3億4849万円

未就園児の定期的な預かり事業経費（民生費）
1億5489万円

令和６年度からふるさと
工房が市の直営となる。
軍道紙の継承と今後の運
用管理方法は。
これまでの内容を継承
し、軍道紙の製造工程の
公開及び体験などを実施
する。運用は再任用職員及び、これまでの委
託先従業員と新たな人を会計年度任用職員と
して雇用して行う。

観光施設としての担当は観光まちづくり推進
課が担い、東京都無形文化財としての軍道紙
の保存・継承への支援については生涯学習推
進課が担うよう役割分担を明確にすべきでは。
伝統技術の継承や人材の確保・育成は喫緊の
課題と認識しており、連携を図りながら取り
組んでいく。

建設費が設計段階の上限
額2億8,800万円から3億
2,450万円に増えた理由は。
建材費や人件費の高騰の
他、敷地面積が実際には
100～200㎡広かったこ
とから、外構工事費等で
膨らんだ。

地元製材所の多摩産材を使用出来ないか。
木材は市の調達ではないので、建設業者が恐
らく一番安い材料を買ってくる形になる。

財源内訳は、都の市町村総合交付金のうち地
域特選事業分3,426万円を充当。その前後の
事業にも地域特選事業分の充当があるのか。
令和５年９月補正の武蔵五日市駅前市有地活
用事業経費の設計委託料3,585万５千円も、
充当している。通常の交付率２分の１に対し、
より高い交付率４分の３を適用。

当該事業の意義は。
保護者の就労等の有無に
かかわらず、保育所等を
利用していない０歳から
２歳までの未就園児を定
期的に預かり、在宅子育
て家庭の孤立防止や育児
不安解消など、子育て支援の充実を図る。

幼稚園・保育所等の一時預かり事業と組み合
わせて利用することは可能か。
一時預かり事業は、一時的に保育が困難となっ
た場合に、乳幼児を保育所等で預かるもの。
本事業は、月単位として複数月、継続的に未
就園児とその保護者を支援するもので、２つ
の事業は異なるため、組み合わせて利用する
ことは可能。

フィルタリングシステム
の機能は。
大きく３つ。有害サイト
等へのアクセスを遮断す
るブロック機能。ブロッ
ク機能が発生したとき
に、いつ、どの端末がど
こへアクセスをしようとしたかなどを記録す
るログ機能。深夜時間帯の利用を制限できる
アクセス時間の制御機能。

このタイミングで導入に至った経緯は。
学習に関係のないウェブサイトの閲覧など、
タブレット端末を利用する上での課題があり、
家庭学習にタブレットを用いることを本格的
に進めるこのタイミングで導入した。ただし、
システムは必ずしも万能とは言えないので、
教員や家庭での指導とセットであると考える。

経緯、概要、目的は。
あきる野市、東京都競馬
株式会社、株式会社サ
マーランドの３者が包括
協定を締結。若手職員混
成による３チームを編成
し、企画提案に向けたグ
ループワークを行っている。緊密な連携と協
働による取組等を実施することにより、地域
の持続性発展に向けた社会課題、地域課題解
決と若手職員の人材育成を図ることを目的と
している。

講師等謝礼の100万円が含まれる理由は。
課題のテーマに応じた有識者への謝礼として、
１回当たり20万円の５回分。大学教授や専門
家を想定している。

認定調査経費（介護保険）
7123万円

今回の認定調査員の増員
は、介護認定申請から結果
までの期間の長期化に対す
る対応と思われるが、現在、
介護認定にかかる日数は。
令和６年１月時点で40日と
なり、令和５年６月より概
ね２週間程度短縮された。

認定までの期間短縮の現在の取組は。
介護認定係の職員も認定調査に訪問している。
増員する会計年度任用職員も認定調査員とし
て訪問し、期間の短縮に向けて取り組む。

認定調査委託料の増額と認定調査の増加の関
係は。
増額は委託料の見直しによる。基本の委託料
を1件当たり500円増額し、更新1件4,500円、
新規1件5,500円とする。
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会派で要望し実現した帯状
疱疹ワクチンや自転車用ヘ
ルメット購入費用の助成が
新年度も継続される。産後
家事・育児支援事業、未就
園児の定期的な預かり事業
が新たに実施され、児童手
当制度は抜本的な拡充が図
られる。子どもの学習・生
活支援事業の集合型、訪問型の定員等の増、ヤング
ケアラー対策としてコーディネーターの配置、誰一
人取り残さない学びを保障する不登校対策、教員の
働き方改革に関連した取組にも期待する。本庁舎や
小・中学校などの照明がＬＥＤ化、クーリングシェ
ルターの指定、東秋留駅南口のバス折り返し場の整
備等を評価する。更なる学校給食費の保護者負担軽
減や地方行政課題の解決、堅実な財政運営を求めて、
賛成討論とする。

公明党

大久保議員

定例会議最終日に、予算特別委員会で審査した結果を増﨑俊宏委員長が報告し、令和６年度一般会計
予算案の内容について、全会派が賛成又は反対の討論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

このような理由で一般会計予算案に賛成・反対しました。
令和６年度予算案をチェック

市税
112億6207万円
32.6％

都支出金
62億554万円
17.9%地方交付税

49億3285万円
14.3%

市債
13億2352万円

3.8%

地方消費税交付金
19億9965万円

5.8%

繰入金
4億9511万円

　1.4%
地方特例交付金
4億6434万円　1.3%

諸収入
8億1618万円

2.4%

一般会計歳入
345億7238万円

一般会計歳出
345億7238万円

その他
18億9459万円
5.5%

民生費
162億5778万円
47.0%

衛生費
35億9808万円

10.4%

総務費
31億6343万円

9.2%

土木費
25億2589万円

7.3%

公債費
22億2714万円

6.5%

教育費
40億1674万円
11.6%

国庫支出金
51億7850万円
15.0%

消防費
11億8256万円

3.4%

その他
9424万円
0.3%商工費

8億265万円
2.3%

農林水産業費
4億2296万円

　1.2%

議会費
2億8087万円
0.8%

※金額は、表示単位未満を切り捨てしており、端数処理の関係で、合計数値が合わないことがあります。

個人市民税の所得割課税標
準額 200 万円以下の層が
64.9％と圧倒的多数であ
り、市民の暮らしを支える
施策が必要。スクールソー
シャルワーカーが、１人増
員の４人となった。育成の
取組を評価すると同時に、
会計年度任用職員の処遇改善を求める。学校トイレ
の大規模な改修設計が予算に入ったことを歓迎す
る。他の小中学校も改修を行えるよう、計画立てた
取組を求める。補聴器購入助成と聞こえサポートの
取組を強く求める。武蔵五日市駅前市有地活用事業
は、無理な計画のために職員が道理を引っ込ませて
いる状況。今後の市政運営、行政の在り方に不安を
抱かざるを得ない。当事業は再考すべきであり、本
予算に反対する。

日本共産党
あきる野市議団 

たばた議員

反 対

一番の理由は武蔵五日市駅
前市有地活用事業経費、3
億 4,849 万円が計上されて
いることにある。今、本当
に必要であったのか。そう
であったとしても事業内容
が具体性を持っていること
は必須であった。ランニン
グコストも明示されていな
い。私たちはあきる野市民であり、日本国民。国政
に対し、日々感じることがあるのが私たち市民。そ
ういった時、顔の見える地方の政治家の役割は何か。
声が届く距離にあるからこそ、本来希望でもあるは
ず。そのような中、市民の声が反映されなかったこ
とを表すのが本事業のこの予算。一事が万事。この
ような、立場によって意思決定がなされていく往々
にしてありがちなプロセスが予算全体の随所に見ら
れるため、反対する。

リ メ ン バ ー

しょうじ議員

一般会計予算総額は、345
億 7,238 万円で前年度比
14 億 6,588 万円増の規模
である。主な歳出は、社会
や地域の課題などに取り組
む地域課題解決官民連携プ
ロジェクト推進事業を始
め、従前から会派で産前・
産後サポートの充実を要望
していた産後家事・育児支援事業や東京都補助制度
を活用した未就園児の定期的な預かり事業、多くの
市民の悲願とも言うべき武蔵五日市駅前市有地活用
事業、デマンド交通などの公共交通実証実験事業、
駅利用者の送迎などの利便性が向上する東秋留駅南
口バス折り返し場事業、新学校給食センターも立地
する武蔵引田駅北口土地区画整理事業など、市民
ニーズに対応した予算であると評価し、賛成討論と
する。

自 由 民 主 党
志 清 会

浦野議員

賛 成

歳入は、市税が前年度比 1 億
3542 万 7 千円、率で 1.2％
減を見込んでおり、各種交
付金や国・都補助金は予算
大綱に示されているのと大
体同様な感覚である。また、
市債の残高は、特別会計、
公営企業会計、一部事務組
合を合わせた元金と利子の
合計で 464 億 823 万 1 千円を見込んでいる。次に、
歳出は新規事業、拡充する事業として、武蔵五日市
駅前市有地活用事業 3 億 4,849 万円。この市有地
は、本市にとって長年の課題となっていた。活力と
創造力を満たす学習の場として整備する。まさに、
現在の世相にマッチした拠点事業ではないか。次に、
国のこども政策に対応した 8 事業 2 億 7,564 万 8
千円等、限られた財政の中で重点的に効果的な配分
に努めていると思う。

明 る い 未 来 を
創 る 会

清水議員

賛 成

本予算案に反対する理由
は、修正案を提出したとお
り、五日市駅前市有地活用
事業経費が計上されている
点にある。設計時に示され
ていた建設費の上限額 2 億
8,800 万円が 3 億 2,450 万
円に増額され、理由のいい
加減さから今後の更なる増
額が危惧される。施設完成後の運営手法は何も決
まっておらず、維持管理費や運営の人件費等のラン
ニングコストの概算も示されていない。施設で使用
する物品購入費 1,150 万円は、利用方法が不明な
ため他の自治体の類似施設を参考に積算したとのこ
と。本事業は、市民との合意形成が十分図られてい
ないこと、第 2 次総合計画での位置付けが不明確
なこと、公共施設等総合管理計画の策定理念に反す
ること等、数多くの問題がある。

く さ し ぎ

辻議員

反 対

反 対

賛 成
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一
般
質
問

聞
い
て
み
た
い
な

　
　
　

こ
ん
な
こ
と

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
議
会
」か
ら「
本
会
議
録
画
中
継
」を
検
索
す
る
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問
議
員      

人   

質
問
項
目      

件

20

50

本
市
で
は
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
公
費
で
助
成
し
て
い
る
が
、

更
な
る
予
防
と
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

施
政
方
針
で
市
長
は
、
東
京
都

が
新
設
す
る
補
助
制
度
を
活
用

し
て
、
13
歳
未
満
の
小
児
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
の
実
施
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
と
述
べ
た
。
具

体
的
な
体
制
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

今
後
、
あ
き
る
野
市
医
師
会
と

の
協
議
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年

10
月
以
降
の
接
種
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
令
和
６
年
６
月
定
例

会
議
に
補
正
予
算
を
計
上
す
る

た
め
の
準
備
を
進
め
る
。

受
験
生
世
代
の
中
学
３
年
生
や

高
校
３
年
生
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ

い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

26
市
に
お
け
る
高
校
３
年
生
相

当
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
費
用
助
成
の
現
状
は
、

中
学
３
年
生
ま
で
が
１
市
、
高

校
３
年
生
相
当
ま
で
が
２
市
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は

現
時
点
に
お
い
て
受
験
生
世
代

を
含
む
13
歳
以
上
の
方
に
対
す

る
接
種
費
用
の
助
成
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
後
、
26
市
の
導

入
状
況
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、

助
成
制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

他
に
教
員
を
支
え
る
た
め
の
取

組
、
女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め

の
取
組
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と

対
策
の
取
組
に
つ
い
て

大久保　昌代
（公明党）

体
育
館
等
の
指
定
避
難
所
で
は
、

開
設
当
初
か
ら
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
使
え

る
の
か
。

台
風
等
の
風
水
害
の
場
合
、
事

前
に
開
設
予
定
の
避
難
所
に
運

ぶ
こ
と
で
、
避
難
者
か
ら
の
要

望
に
応
じ
て
対
応
で
き
る
。
震

災
の
場
合
、
事
前
準
備
が
で
き

な
い
た
め
、
道
路
や
施
設
の
被

災
状
況
等
に
応
じ
て
可
能
な
限

り
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
区
会
館
や
児
童
館
等
の
指
定

緊
急
避
難
場
所
で
は
、
開
設
当

初
か
ら
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
使
え
る
の
か
。

滞
在
を
想
定
し
て
い
な
い
た
め
、

指
定
避
難
所
の
よ
う
に
開
設
当

初
の
用
意
は
な
い
が
、
災
害
及

び
避
難
状
況
等
に
よ
り
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

町
内
会
・
自
治
会
に
入
っ
て
い

な
い
た
め
、
防
災
訓
練
に
参
加

で
き
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
、

市
の
総
合
防
災
訓
練
に
は
、
町

内
会
・
自
治
会
の
加
入
の
有
無

を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
て
は
ど
う
か
。

町
内
会
・
自
治
会
主
催
の
防
災

訓
練
は
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
の
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加

は
、
こ
れ
ま
で
も
広
く
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
る
が
、
今
後
も
、

よ
り
丁
寧
に
周
知
し
て
い
く
。

他
に
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

防
災
に
つ
い
て

たばたあずみ
（共産党）

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を

き
っ
か
け
に
、
市
の
防
災
備
蓄

状
況
を
視
察
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
伺
う
。

本
市
に
お
け
る
防
災
備
蓄
の
方

針
は
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
必
要

と
な
る
食
料
品
、
飲
料
水
、
生

活
必
需
品
な
ど
の
備
蓄
方
針
と

し
て
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
発
災
後
３
日
分
を
確
保
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
内
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
児

童
・
生
徒
用
の
備
蓄
状
況
は
。

各
学
校
に
お
い
て
留
め
置
く
児

童
・
生
徒
を
保
護
者
に
引
き
渡

す
ま
で
の
間
、
全
体
の
3
割
を

想
定
し
、
そ
の
3
割
が
１
日
程

度
過
ご
せ
る
食
料
等
を
備
蓄
し

て
い
る
。

特
に
緊
急
度
の
高
い
簡
易
ト
イ

レ
を
指
定
避
難
所
に
あ
ら
か
じ

め
分
散
し
て
配
置
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

可
能
で
あ
り
、
備
蓄
場
所
の
広

さ
な
ど
を
踏
ま
え
た
配
置
が
で

き
る
よ
う
現
在
検
討
し
て
い
る
。

災
害
直
後
は
自
助
が
基
本
と
な

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
市

民
に
促
し
て
い
る
の
か
。

市
広
報
紙
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

市
や
地
域
の
防
災
訓
練
等
に
お

い
て
、
自
助
の
重
要
性
を
周
知

し
て
い
る
。
ま
た
、
防
災
・
安

心
地
域
委
員
会
で
も
、
効
果
的

な
周
知
啓
発
が
で
き
る
内
容
を

検
討
し
て
広
報
紙
を
作
成
し
て

い
る
。

他
に
行
財
政
改
革
、
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

市
の
防
災
備
蓄
に
つ
い
て

国松まさき
（自民党志清会）
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若
年
期
か
ら
健
康
管
理
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
な

ど
を
目
的
に
、
若
年
層
健
康
診

査
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増
え

て
き
て
い
る
。
若
い
頃
か
ら
自

分
の
健
康
に
関
心
を
持
つ
こ
と

は
大
切
で
あ
り
、
将
来
の
生
活

習
慣
病
発
症
の
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
市

で
は
現
在
、
35
歳
か
ら
39
歳
ま

で
を
対
象
と
し
た
生
活
習
慣
病

予
防
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い

る
が
、
こ
の
対
象
年
齢
の
拡
大

や
、
若
年
層
健
康
診
査
の
今
後

に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の

観
点
か
ら
職
場
等
で
健
康
診
断

を
受
け
る
機
会
の
な
い
35
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
方
を
対
象
と
し

た
生
活
習
慣
病
予
防
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
る
が
、
受
診
者

数
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。
今

後
は
、
他
自
治
体
の
実
施
内
容

を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
あ
き

る
野
市
医
師
会
に
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
対
象
年
齢
の
拡
大
を

含
め
、
若
年
層
を
対
象
と
す
る

生
活
習
慣
病
予
防
健
康
診
査
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

他
に
災
害
対
応
力
の
強
化
、
サ

ニ
タ
リ
ー
ド
ラ
イ
ブ
、
こ
こ
ろ

の
健
康
、
特
定
健
康
診
査
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

若
年
層
健
康
診
査
に
つ
い
て

子籠　敏人
（自民党志清会）

令
和
６
年
４
月
か
ら
東
京
23
区

全
域
で
小
・
中
学
校
給
食
費
無

償
化
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
多
摩
地
域
で
も
東
京

都
の
半
額
補
助
で
無
償
化
が
少

し
ず
つ
進
ん
で
き
て
い
る
。

多
摩
地
域
の
市
町
村
で
無
償
化

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
と
実

施
す
る
方
針
、
あ
る
い
は
前
向

き
に
検
討
し
て
い
る
自
治
体
は
。

奥
多
摩
町
と
檜
原
村
の
1
町
1

村
で
、
今
後
、
無
償
化
を
実
施

す
る
予
定
、
ま
た
は
前
向
き
に

検
討
し
て
い
る
の
は
、
現
時
点

で
12
市
1
町
と
確
認
し
て
い
る
。

居
住
す
る
地
域
に
よ
っ
て
補
助

を
受
け
ら
れ
な
い
格
差
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
義

務
教
育
の
環
境
に
格
差
が
生
じ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
に
お

い
て
制
度
の
設
計
と
財
源
措
置

が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

国
が
給
食
費
完
全
無
償
化
を
実

施
す
る
ま
で
の
間
、
本
市
独
自

で
の
小
・
中
学
校
給
食
費
無
償

化
の
実
施
を
求
め
る
が
、見
解
は
。

物
価
高
騰
に
よ
る
食
材
費
等
の

値
上
が
り
分
に
つ
い
て
、
市
の

財
源
を
充
当
す
る
支
援
策
を
令

和
6
年
度
も
予
算
計
上
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
今
回
の
制
度

設
計
の
詳
細
が
示
さ
れ
て
か
ら

本
市
で
検
討
し
て
い
く
。

他
に
第
９
期
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
に
つ
い
て

松本　ゆき子
（共産党）

安
全
・
安
心
な
生
活
を
送
る
と

い
う
事
は
市
民
の
願
い
で
あ
る
。

近
年
、
闇
バ
イ
ト
と
も
言
わ
れ

て
い
る
手
荒
な
強
盗
犯
罪
が
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
犯
罪
を

防
ぐ
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
や
普
及
に
つ
い
て
、
本
市
の

考
え
は
。

犯
罪
防
止
、
施
設
管
理
の
た
め

公
共
施
設
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
者
や
行
政
が
設
置
す
る

事
例
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
で

は
、
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
が
急

速
に
普
及
し
て
お
り
、
犯
罪
防

止
に
つ
な
が
る
面
も
あ
り
増
加

し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

２
月
５
日
の
降
雪
で
Ｊ
Ｒ
五
日

市
線
が
長
時
間
運
休
し
、
市
民

生
活
に
多
大
な
影
響
が
あ
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

市
の
対
応
と
し
て
、
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
情
報
を
周

知
し
た
。
今
後
の
対
策
は
、
東

日
本
旅
客
鉄
道
と
協
議
し
、
速

や
か
に
運
行
情
報
の
発
信
が
で

き
る
よ
う
、
連
携
を
強
化
し
て

い
く
。
鉄
道
の
安
全
な
運
行
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
連
携
し
て

情
報
提
供
等
に
取
り
組
む
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

天野　正昭
（自民党志清会）

昨
年
３
月
の
一
般
質
問
で
指
摘

し
た
と
お
り
、
施
行
業
者
は
実

際
の
地
盤
高
よ
り
も
約
３
メ
ー

ト
ル
高
く
浸
水
想
定
に
影
響
の

あ
る
誤
っ
た
図
面
を
、
東
京
都

に
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
、
都
は
工
事
の
中
断
を
指
示

し
た
。

工
事
が
再
開
さ
れ
た
経
緯
は
。

施
行
業
者
か
ら
地
盤
高
の
錯
誤

に
関
す
る
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、

反
省
及
び
防
災
対
策
等
を
着
実

に
履
行
す
る
旨
の
確
認
が
取
れ

た
た
め
、
都
が
工
事
の
再
開
を

指
示
し
た
。

浸
水
想
定
の
区
画
数
は
、
誤
っ

た
図
面
と
修
正
し
浸
水
対
策
を

講
じ
た
後
の
図
面
で
各
何
個
か
。

誤
っ
た
図
面
で
は
1
1
3
区
画

の
う
ち
公
園
1
区
画
を
除
き
全

て
が
浸
水
し
な
い
想
定
。
対
策

後
の
図
面
で
は
、
浸
水
の
深
さ

は
軽
減
さ
れ
る
も
の
の
1
1
3

区
画
全
て
が
浸
水
す
る
想
定
。

浸
水
リ
ス
ク
を
減
ら
す
対
策
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
な
要

請
や
提
案
を
し
た
の
か
。

法
律
を
根
拠
と
し
た
指
導
は
で

き
な
い
の
で
、
市
と
し
て
は
指

定
避
難
所
の
運
用
や
自
主
防
災

組
織
へ
の
備
品
の
用
意
等
を
す

る
と
、
都
に
回
答
し
た
。

宅
地
販
売
が
始
ま
る
際
に
は
、

現
地
の
目
に
付
く
所
に
浸
水
想

定
区
域
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

看
板
等
を
表
示
す
べ
き
で
は
。

一
つ
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い

る
が
、
現
時
点
で
具
体
的
な
対

策
は
未
検
討
で
あ
る
。

他
に
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

あ
き
る
野
市
野
辺
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

辻　よし子
（くさしぎ）
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３
月
定
例
会
議
の
初
日
に
市
長

か
ら
令
和
６
年
度
施
政
方
針
が

述
べ
ら
れ
た
。

若
竹
学
童
ク
ラ
ブ
と
増
戸
学
童

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
育
成
場
所

の
拡
大
と
民
間
活
力
の
導
入
に

よ
る
受
入
体
制
の
充
実
を
図
り
、

待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
む
と

あ
る
が
、
現
在
の
準
備
状
況
は
。

若
竹
学
童
ク
ラ
ブ
は
壁
や
床
な

ど
の
改
修
、
増
戸
学
童
ク
ラ
ブ

は
児
童
用
ロ
ッ
カ
ー
、
下
駄
箱

の
設
置
や
手
洗
い
場
の
拡
張
工

事
を
３
月
中
旬
に
完
了
予
定
。

令
和
６
年
４
月
の
受
託
事
業
者

に
よ
る
運
営
開
始
に
向
け
円
滑

に
引
き
継
ぐ
準
備
を
進
め
て
い
る
。

令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る

段
階
の
待
機
児
童
数
の
想
定
は
。

令
和
６
年
度
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

入
所
決
定
通
知
を
２
月
８
日
付

で
発
送
。
待
機
児
ゼ
ロ
を
想
定
。

現
在
、
放
課
後
児
童
支
援
員
や

補
助
員
と
し
て
、
働
い
て
い
る

職
員
は
ど
う
な
る
の
か
。

ほ
と
ん
ど
は
本
人
の
希
望
に
よ

り
他
の
直
営
学
童
ク
ラ
ブ
の
職

員
と
し
て
継
続
任
用
。
こ
れ
ま

で
の
学
童
ク
ラ
ブ
を
希
望
し
た

6
人
は
受
託
事
業
者
が
雇
用
。

休
日
の
中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
、
現
在
の
準
備

状
況
は
。

部
活
動
指
導
員
及
び
部
活
動
外

部
指
導
員
配
置
の
部
活
動
を
中

心
に
、
各
学
校
と
調
整
し
、
移

行
可
能
な
部
活
動
の
選
定
を

行
っ
て
い
る
。

他
に
町
内
会
・
自
治
会
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

中村　一広
（自民党志清会）

平
和
事
業
と
し
て
、
羽
村
市
と

青
梅
市
で
は
共
同
し
て
広
島
へ

子
ど
も
た
ち
の
派
遣
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
前
向

き
に
検
討
で
き
な
い
か
。

近
隣
自
治
体
の
青
梅
市
と
羽
村

市
が
共
同
事
業
と
し
て
ピ
ー
ス

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
事
業
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
平
和
首
長

会
議
東
京
都
多
摩
地
域
平
和

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
お
け
る

事
業
等
に
参
画
を
し
な
が
ら
平

和
に
関
す
る
取
組
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
段

階
で
新
た
な
事
業
は
予
定
し
て

い
な
い
。

現
段
階
で
新
た
な
事
業
は
考
え

て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
の
取
組
と
し
て
準
備
を
進
め

て
い
く
と
い
う
前
向
き
な
検
討

は
で
き
な
い
か
。

平
和
首
長
会
議
東
京
都
多
摩
地

域
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に

よ
る
事
業
等
に
参
画
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
く
。

平
和
都
市
宣
言
の
宣
言
文（
案
）

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
も
意
見
を
求
め
た
。
今
後
、

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
市
内
の

小
・
中
学
校
に
周
知
を
す
る
予

定
と
の
こ
と
だ
が
、
よ
り
丁
寧

に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
が
、
い

か
が
か
。

市
内
小
・
中
学
校
へ
の
周
知
方

法
の
具
体
に
つ
い
て
は
、
平
和

都
市
宣
言
の
議
決
後
、
教
育
委

員
会
と
協
議
し
て
い
く
。

他
に
武
蔵
五
日
市
駅
前
市
有
地

活
用
計
画
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

平
和
の
取
組
に
つ
い
て

関口　えり子
（共産党）

令
和
６
年
あ
き
る
野
市
議
会
第

１
回
定
例
会
３
月
定
例
会
議
初

日
に
発
表
さ
れ
た
施
政
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

市
役
所
本
庁
舎
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
が
、

費
用
及
び
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
効
果
は
。

試
算
で
は
、
電
気
料
金
に
つ
い
て

は
年
間
1
0
5
6
万
2
0
0
0

円
が
3
6
5
万
8
0
0
0
円
と

な
り
、
削
減
額
は
6
9
0
万

4
0
0
0
円
、
約
65
%
の
削
減

と
な
る
見
込
み
。
ま
た
、
C
O
2

排
出
量
は
年
間
1
7
3
・
3
ト

ン
が
60
ト
ン
に
な
り
、
削
減
量

は
1
1
3
・
3
ト
ン
、
約
65
%

の
削
減
と
な
る
見
込
み
。

自
治
体
業
務
の
効
率
化
と
い
う

観
点
か
ら
Ａ
Ｉ
・
Ｒ※

Ｐ
Ａ
等
の

導
入
を
求
め
て
き
た
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
本
部
の
下
に

行
っ
て
い
る
全
庁
調
査
の
内
容

を
踏
ま
え
て
導
入
事
務
を
選
定

し
、
令
和
6
年
度
の
早
い
時
期

に
A※
I
―
O
C
R
、
R
P
A

を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
４
年
12
月
の
定
例
会
議
に

お
い
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
導
入
に
つ
い
て
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

L
I
N
E
は
情
報
発
信
に
非

常
に
有
用
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、

令
和
6
年
度
中
に
は
検
討
結
果

を
取
り
ま
と
め
、
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
の
導
入
に
向
け
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

他
に
教
育
方
針
、
英
語
教
育
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

増﨑　俊宏
（公明党）

行
政
が
で
き
る
こ
と
は
、
保
存

団
体
へ
の
的
確
な
支
援
や
実
践

例
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
共
有
で
き

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

郷
土
芸
能
連
合
会
を
通
じ
、
各

団
体
の
取
組
事
例
等
の
情
報
提

供
を
行
う
。

教
育
方
針
で
述
べ
た
文
化
財
の

活
用
や
保
存
等
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
取
組
は
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
I
C
T
を
活

用
し
た
情
報
の
発
信
も
必
要
。

写
真
、
映
像
の
更
な
る
充
実
や

動
画
の
配
信
等
に
も
取
り
組
み

た
い
。

市
は
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
を
策
定
し
、
文
化
財
を
観
光

で
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

観
光
担
当
部
署
と
連
携
し
、
研

究
し
た
い
。
ま
た
、
東
京
都
が

策
定
す
る
文
化
財
保
存
活
用
大

綱
に
矛
盾
し
な
い
よ
う
、
都
の

動
向
等
に
注
視
し
て
い
く
。

東
秋
留
小
学
校
の
ふ
る
さ
と
学

は
、
教
育
大
綱
の
理
念
に
合
致

す
る
教
育
内
容
だ
と
思
う
。
ふ

る
さ
と
学
を
市
内
に
伝
播
し
、

地
域
が
協
力
し
な
が
ら
あ
き
る

野
っ
子
を
育
て
る
よ
う
な
基
本

戦
略
を
描
い
て
は
ど
う
か
。

地
域
学
校
協
働
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
学
校
支
援
地
域
本
部

を
令
和
8
年
度
ま
で
に
市
内
全

校
に
整
備
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
を
一
体
的
に
充
実
さ
せ
、
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の

中
で
、
あ
き
る
野
っ
子
を
育
成
。

郷
土
芸
能
へ
の
支
援
に
つ
い
て

臼井　建
（自民党志清会）

※ＲＰＡ Robotic Process Automationの略。ソフトウェア上のロボットによる業務工程の自動化のこと。
※ＡＩ－ＯＣＲ  手書きの書類等を複合機等で読み取りデータ化するOCR技術に、AI技術を活用する新たなOCR処理のこと。
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東
京
都
は
市
区
町
村
が
実
施
主

体
と
な
る
補
聴
器
購
入
助
成
制

度
を
新
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

加
齢
性
難
聴
へ
の
補
聴
器
の
購

入
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
、
本

市
の
考
え
は
。

加
齢
性
難
聴
は
認
知
症
の
危
険

因
子
の
一
つ
と
し
て
、
早
期
発

見
と
適
切
な
対
応
が
重
要
と
認

識
。
都
新
設
の
補
助
制
度
の
活

用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
助

成
制
度
の
導
入
を
研
究
し
て
い
く
。

26
市
の
状
況
、
他
市
の
動
向
は
。

現
在
５
市
が
実
施
。
令
和
６
年

度
以
降
、
複
数
の
自
治
体
が
実

施
を
見
据
え
検
討
し
て
い
る
。

軟
骨
伝
導
聴
覚
補
助
イ
ヤ
ホ
ン

を
窓
口
で
導
入
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
が
、
検
討
し
て
は
。

導
入
す
る
自
治
体
や
企
業
等
が

増
え
て
い
る
状
況
は
確
認
済
。

実
際
の
利
用
状
況
や
有
効
性
な

ど
の
情
報
収
集
、
導
入
し
た
場

合
の
効
果
等
を
研
究
し
て
い
く
。

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
防
災

訓
練
等
に
難
聴
者
、
障
が
い
の

あ
る
市
民
が
参
加
し
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
か
確
認
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

市
の
総
合
防
災
訓
練
等
へ
の
参

加
に
よ
り
、
必
要
な
支
援
な
ど

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

市
の
関
係
部
署
や
防
災
・
安
心

地
域
委
員
会
等
の
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

他
に
子
宮
頸
が
ん
対
策
の
推
進
、

障
が
い
者
の
支
援
、
小
・
中
学

校
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

難
聴
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

原田ひろこ
（公明党）

市
内
で
は
、
平
成
27
年
度
に
初

め
て
被
害
が
確
認
さ
れ
、
現
在

も
各
地
域
で
被
害
が
拡
大
し
て

い
る
。
市
で
は
調
査
、
薬
剤
の

樹
幹
注
入
等
の
対
策
を
し
て
き

た
が
、
現
在
の
被
害
状
況
は
。

本
市
で
は
、
市
域
東
部
で
発
見

さ
れ
、
被
害
等
が
拡
大
し
、
令

和
６
年
1
月
末
現
在
の
被
害
木

は
５
９
１
本
、
西
部
の
五
日
市

地
区
等
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

被
害
木
数
５
９
１
本
の
う
ち
、

公
共
施
設
と
個
人
所
有
の
被
害

木
の
本
数
は
。

公
共
施
設
の
敷
地
内
に
あ
る
被

害
木
は
４
０
１
本
、
個
人
等
所

有
の
敷
地
内
に
あ
る
被
害
木
は

１
９
０
本
。

伐
採
さ
れ
た
本
数
は
。

被
害
木
５
９
１
本
中
、
令
和
6

年
2
月
末
時
点
の
伐
採
し
た
本

数
は
14
本
、
公
共
施
設
の
敷
地

内
４
０
１
本
中
６
本
、
個
人
等

所
有
の
敷
地
内
１
９
０
本
中
８

本
を
伐
採
。

防
除
や
伐
採
の
費
用
に
対
す
る

補
助
金
制
度
は
。

防
除
は
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
又
は
10
万
円
の
低
い
額
を
、

伐
採
も
２
分
の
１
又
は
、
20
万

円
の
低
い
額
を
補
助
。

他
に
行
政
の
Ｄ
Ｘ
化
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
活
用
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

被
害
状
況
に
つ
い
て

ひはら　省吾
（自民党志清会）

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
、
こ
れ
か
ら
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、
子
ど
も
の

う
ち
に
、
違
い
を
認
め
合
い
な

が
ら
共
に
学
び
合
え
る
場
の
構

築
で
あ
り
、非
常
に
重
要
で
あ
る
。

特
別
支
援
学
校
が「
適
」と
判
断

さ
れ
た
子
が
、
地
域
の
学
校
の

通
常
の
学
級
に
通
う
こ
と
を
希

望
し
た
場
合
、
受
け
入
れ
は
可

能
か
。
ま
た
、
そ
の
意
義
は
。

通
常
の
学
級
へ
の
受
け
入
れ
は

可
能
。
そ
の
際
は
、
合
理
的
配

慮
に
基
づ
き
、
面
談
を
重
ね
、

教
育
的
ニ
ー
ズ
と
必
要
な
支
援

等
に
つ
い
て
合
意
形
成
を
図
る

こ
と
が
大
切
。
障
害
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
全
て
の
児
童
・
生

徒
が
で
き
る
だ
け
同
じ
場
で
共

に
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

た
め
、
教
育
的
な
意
義
が
深
い

と
考
え
て
い
る
。

特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
ど
も

の
市
内
公
立
学
校
へ
の
交
流
の

頻
度
や
傾
向
は
。

あ
き
る
野
学
園
が
身
近
に
あ
る

た
め
、
小
・
中
学
校
の
多
く
が

学
園
と
の
副
籍
交
流
を
行
っ
て

い
る
。
児
童
・
生
徒
そ
れ
ぞ
れ

の
個
別
の
交
流
と
な
る
た
め
、

交
流
の
頻
度
や
内
容
、
そ
の
傾

向
は
正
確
に
は
つ
か
め
て
い
な

い
が
、
各
学
校
が
充
実
し
た
交

流
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

他
に
学
校
給
食
費
保
護
者
負
担

の
軽
減
、
ユ
ー
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
推
進
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

しょうじ さとし
（リメンバー）

令
和
６
年
度
施
政
方
針
で
述
べ

ら
れ
た
第
２
次
総
合
計
画
等
を

踏
ま
え
た
基
本
政
策
に
つ
い
て

伺
う
。

国
の
こ
ど
も
政
策
に
対
応
し
た

本
市
の
取
組
体
制
は
。

国
の
こ
ど
も
政
策
に
対
応
す
る

た
め
、
令
和
７
年
度
末
ま
で
に

市
町
村
こ
ど
も
計
画
を
策
定
し

て
い
く
。
令
和
６
年
度
か
ら
、

こ
ど
も
政
策
係
に
つ
い
て
、
政

策
担
当
係
と
手
当
担
当
係
に
分

割
し
、
政
策
担
当
係
の
人
員
を

増
員
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
に

係
る
施
設
設
計
、
運
営
体
制
の

今
後
の
取
組
は
。

令
和
６
年
度
末
ま
で
に
、
実
施

設
計
を
含
め
建
設
工
事
に
係
る

設
計
業
務
を
完
了
す
る
予
定
。

組
織
や
人
事
等
の
運
営
体
制
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
総
務
財

政
部
会
を
中
心
に
協
議
を
進
め

て
い
く
。
建
設
工
事
の
着
手
時

期
に
つ
い
て
は
、
設
計
業
務
の

進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、

令
和
７
年
度
を
目
標
に
準
備
を

進
め
て
い
く
。

令
和
６
年
度
施
政
方
針
に
つ

い
て

清水　晃
（明るい未来）

19 ギカイの時間 ギカイの時間 18 



行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
２
０

２
３
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
推
し
進
め
る

た
め
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
は

じ
め
と
す
る
７
つ
の
推
進
項
目

を
計
画
的
に
遂
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
現
状
に

お
け
る
当
該
プ
ラ
ン
の
取
組
状

況
な
ど
を
伺
う
。

取
組
状
況
と
し
て
は
、
自
治
体

Ｄ
Ｘ
や
公
共
施
設
等
の
総
合
管

理
、
未
利
用
地
等
の
利
活
用
の

推
進
な
ど
、
計
画
的
に
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
活
用
な
ど
、
更

に
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
も

の
、
ま
た
、
協
働
の
在
り
方
に

関
す
る
検
証
な
ど
、
今
後
の
本

格
的
な
検
討
に
向
け
て
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
る
も
の
な
ど
が

あ
る
。
本
市
が
、
持
続
的
に
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政

力
の
更
な
る
強
化
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
全

庁
体
制
で
同
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

行
財
政
改
革
の
取
組
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
。

他
に
伸
ば
す
教
育
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

あ
き
る
野
市
行
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
２
０
２
３
に
つ
い
て

浦野　治光
（自民党志清会）

危
機
管
理
監
は
、
緊
急
時
に
市

長
を
直
接
補
佐
し
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
大
事
な
役
割
が
あ

る
。
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災

害
へ
の
的
確
な
対
応
を
す
る
た

め
に
、
専
門
家
を
配
置
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
昨
年
も
質

問
し
た
が
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
を
踏
ま
え
、
消
防
団
や

地
域
防
災
組
織
等
の
関
連
組
織

と
連
携
し
、
市
全
体
の
防
災
力

を
強
化
す
る
た
め
の
危
機
管
理

監
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

退
職
自
衛
官
を
危
機
管
理
監
と

し
て
採
用
し
て
い
る
他
自
治
体

か
ら
組
織
体
制
や
採
用
形
態
な

ど
を
情
報
収
集
し
た
上
で
、
防

衛
省
の
説
明
も
考
慮
し
、
導
入

に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

既
に
配
置
し
て
い
る
自
治
体
に
、

導
入
し
て
ど
う
だ
っ
た
か
確
認

し
て
、
本
市
に
ど
の
よ
う
な
人

材
が
良
い
か
検
討
し
て
ほ
し
い

と
思
う
が
い
か
が
か
。

災
害
時
だ
け
で
は
な
く
、
普
段

か
ら
の
備
え
と
し
て
、
退
職
自

衛
官
の
よ
う
に
、
専
門
性
が
高

く
、
災
害
対
応
の
経
験
が
豊
富

な
人
材
を
継
続
的
に
配
置
で
き

る
こ
と
は
、
災
害
対
策
本
部
や

危
機
管
理
戦
略
本
部
を
運
営
す

る
上
で
も
大
変
心
強
い
も
の
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
前

向
き
か
つ
具
体
的
に
検
討
す
る
。

他
に
西
秋
川
衛
生
組
合
と
秋
川

流
域
斎
場
組
合
の
統
合
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

危
機
管
理
監
の
配
置
に
つ
い
て

堀江　武史
（自民党志清会）

市
内
に
は
様
々
な
文
化
財
が
保

存
・
継
承
さ
れ
て
お
り
、
本
市

が
持
つ
魅
力
の
一
つ
と
考
え
る
。

文
化
財
が
広
く
周
知
さ
れ
、
市

民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、

重
要
と
考
え
る
。

文
化
財
を
周
知
す
る
た
め
に
は
、

史
料
の
評
価
の
た
め
、
専
門
家

に
よ
る
調
査
が
必
要
と
考
え
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
状
況
と

今
後
の
見
込
み
は
。

専
門
家
に
よ
り
草
花
地
区
の
小

宮
神
社
、
乙
津
地
区
の
大
戸
里

神
社
本
殿
な
ど
の
調
査
を
行
っ

た
。
今
後
は
、
詳
細
な
調
査
が

未
完
了
の
仏
像
な
ど
に
加
え
、

文
化
財
保
護
審
議
会
の
意
見
な

ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
対
象

を
選
定
の
上
、
調
査
を
行
う
。

市
内
に
数
多
く
あ
る
古
文
書
の

整
理
、
解
読
の
状
況
と
解
読
内

容
の
公
開
状
況
は
。

五
日
市
郷
土
館
で
整
理
を
進
め
、

解
読
を
行
い
、
展
示
し
て
い
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
、

発
行
図
書
も
作
成
し
て
い
る
。

近
年
に
お
け
る
文
化
財
の
詳
細

な
調
査
の
実
施
状
況
と
、
今
後

の
調
査
見
込
み
は
。

令
和
５
年
度
は
、
伊
奈
の
正
一

位
岩
走
神
社
本
殿
、
横
沢
の
大

悲
願
寺
所
蔵
の
仏
像
の
調
査
を

行
な
っ
た
。
６
年
度
は
、
上
代

継
の
神
明
社
本
殿
と
五
日
市
の

楞り
ょ
う
厳ご
ん

寺じ

薬
師
堂
に
残
さ
れ
て

い
た
木
造
十
二
神
将
立
像
な
ど

の
調
査
を
行
う
予
定
。

他
に
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

文
化
財
の
調
査
と
周
知
の

状
況
に
つ
い
て

窪島　成一
（自民党志清会）

こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
に
は
、

市
民
と
の
意
見
交
換
や
対
話
の

場
、
説
明
責
任
の
場
を
作
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
先
日
の
記

者
会
見
で
市
長
か
ら
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
く
と

の
話
だ
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い

く
の
か
。

施
設
の
活
用
に
関
し
て
市
民
や

事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

施
設
を
使
っ
て
や
っ
て
み
た
い

こ
と
な
ど
、
施
設
の
使
い
方
や

使
わ
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
の
意

見
や
提
案
な
ど
も
幅
広
く
聴
き

な
が
ら
、
施
設
の
運
営
方
法
や

運
営
体
制
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。
市
内
や
秋
川
流
域
で

活
動
し
て
い
る
様
々
な
人
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
職
員

も
学
ば
せ
て
も
ら
い
つ
つ
、フ
ァ

シ
リ
テ
ー
ト
な
ど
勉
強
し
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
活
発
に
で
き
る

よ
う
な
方
向
に
な
っ
て
い
け
ば

良
い
と
考
え
る
。
市
民
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
非
常
に
重
要
に
な
る

と
思
っ
て
い
る
。

他
に
施
政
方
針
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

武
蔵
五
日
市
駅
前
市
有
地
活

用
計
画
に
つ
い
て

中村のりひと
（明るい未来）

田中 丘
きゅう

隅
ぐ

回
え

向
こう

墓
ばか

21 ギカイの時間 ギカイの時間 20 



　　　　　　　

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
再
開
に
関
す
る
声
明
文
を
発
表
し

ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
議
会
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用
停
止
措
置
解
除

の
情
報
を
受
け
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
再
開
に
関
す
る
声
明

文
を
３
月
21
日
に
発
表
し
ま
し
た
。

 

福
祉
文
教
委
員
会
行
政
視
察

福
祉
文
教
委
員
会
で
は
、
１
月
22
日
・
23
日
の
日
程
で
、
静

岡
県
富
士
市
に
お
い
て「
自
殺
予
防
対
策
」に
つ
い
て
、
愛
知

県
豊
田
市
に
お
い
て「
医
療
的
ケ
ア
児
を
含
む
重
度
障
が
い
児

の
入
園
対
応
」に
つ
い
て
の
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員　
中
村
の
り
ひ
と　
大
久
保
昌
代　
窪
島
成
一　
子
籠
敏
人

　
　
　
し
ょ
う
じ
さ
と
し　
関
口
え
り
子　
よ
し
ざ
わ
ゆ
た
か

富
士
市
は
、
第
二
次
富
士
市
自
殺
対
策
計
画
を
策
定
し
て
い

る
最
中
で
、
働
き
盛
り
世
代
及
び
若
年
層
の
自
殺
対
策
を
強

化
し
て
い
る
。
ま
た
、
豊
田
市
は
医
療
的
ケ
ア
児
が
在
園
す

る
公
立
こ
ど
も
園
に
常
勤
の
看
護
師
を
配
置
す
る
こ
と
や
、

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
派
遣
保
育
士
研
修
を
実
施
し
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
に
お
い
て
、
様
々

な
支
援
が
必
要
な
当
事
者
や
保
護
者
に
と
っ

て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
構
築

す
る
た
め
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

あきる野市議会活動レポート
東京都市議会議員研修会 陳情者が陳述内容を説明

２月５日に東京都市議会議員研修会が府中
の森芸術劇場（府中市）で開催され、議員が
参加しました。廣

ひろ
瀬
せ

克
かつ

哉
や

氏（法政大学総長　
法学部教授）を講師に、「今後の自治体の課
題と議会に期待される役割」をテーマに研修
を行いました。

陳情者がその趣旨や思いを委員に対し述べ
ました。
・ 「武蔵五日市駅前市有地活用計画」推進の見

直しを求める陳情

Topics

Ｎｏ.１Ｎｏ.２

令
和
３
年
12
月
定
例
会
議
で
、

西
多
摩
保
健
医
療
圏
地
域
災
害

医
療
連
携
会
議
あ
き
る
野
ブ

ロ
ッ
ク
作
業
部
会
に
お
い
て
、

活
動
に
関
す
る
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
が
完
成
間
近
と
伺
い
、
ま
た
、

令
和
４
年
９
月
定
例
会
議
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
中
に
医
療

救
護
所
の
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
完
成
さ
せ
、
発
災
直
後
か

ら
の
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の
フ
ロ
ー

に
よ
っ
て
災
害
拠
点
施
設
、
あ

き
る
野
市
医
師
会
、
秋
川
歯
科

医
師
会
そ
し
て
西
多
摩
薬
剤
師

会
あ
き
る
野
支
部
の
役
割
等
に

つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。

医
療
救
護
所
設
置
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

９
月
に
開
催
し
た
西
多
摩
保
健

医
療
圏
地
域
災
害
医
療
連
携
会

議
あ
き
る
野
ブ
ロ
ッ
ク
作
業
部

会
に
お
い
て
、
最
終
の
協
議
を

行
い
、
完
成
に
至
っ
て
い
る
。

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

発
災
後
か
ら
の
フ
ェ
ー
ズ
ご
と

に
、
あ
き
る
野
市
、
災
害
拠
点

病
院
で
あ
る
公
立
阿
伎
留
医
療

セ
ン
タ
ー
、
あ
き
る
野
市
医
師

会
、
秋
川
歯
科
医
師
会
、
西
多

摩
薬
剤
師
会
あ
き
る
野
支
部
、

医
療
対
策
拠
点
で
あ
る
市
立
青

梅
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
等
が
分
か
る
よ
う
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
資
料
と
し
て
作

成
し
た
。

大
規
模
災
害
時
の
医
療
連
携

に
つ
い
て

よしざわゆたか
（自民党志清会）

議案等
番号 件　名 議決

結果

自由民主党
志清会

（11人）
※１

公明党
（3 人）

日本共産党
あきる野
市議団

（3 人）

明るい未来
を創る会
（2 人）

くさしぎ
（1 人）

リメンバー
（1 人）

議案　４ あきる野市自転車等駐車場の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○

（１人欠席） ○ ○

議案　５ あきる野市手数料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ ×

議案　６ あきる野市介護保険条例の一部を改正する条
例 可決 ○ ○ × ○

（１人欠席） × ○

議案　１８ あきる野市平和都市宣言の制定について 可決 ○
（１人退席） ○ ○ ○

（１人欠席） ○ ○

議案　１９ 令和５年度あきる野市一般会計補正予算（第
１１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案　２６ 令和６年度あきる野市一般会計予算 可決 ○ ○ × ○
（１人欠席） × ×

陳情６-１ 「武蔵五日市駅前市有地活用計画」推進の見
直しを求める陳情 不採択 × × ○ ×

（１人欠席） ○ ○

主な議案等に対する会派の賛否一覧

○：賛成　　×：反対　※１　議長は賛否に加わらない。

23 ギカイの時間 ギカイの時間 22 


